
      生
活
保
護
は
生
存
権
を

守
る
「最
後
の
砦
」 

 

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
追
い
詰
め
ら
れ
苦
し
ん

で
い
る
市
民
が
増
加
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
も
あ

り
、
松
岡
議
員
は
「
生
活
保
護
制

度
」
に
つ
い
て
、 

①
海
津
市
内
の
利
用
状
況
。 

②
扶
養
照
会
（
申
請
者
の
親
族
に
援

助
が
で
き
な
い
か
問
い
合
わ
せ
る

こ
と
）
の
運
用
状
況
。 

③
扶
養
照
会
の
運
用
変
更
（
昨
年 

 
 

か
ら
、
扶
養
義
務
履
行
が
期
待
で
き

な
い
人
の
範
囲
の
拡
大
と
明
確
化
、

ま
た
要
保
護
者
が
扶
養
照
会
を
拒

ん
で
い
る
場
合
に
、
理
由
を
丁
寧
に

聞
き
取
る
と
い
っ
た
柔
軟
な
運
用

に
変
更
）
の「
保
護
の
し
お
り
」

や
Ｈ
Ｐ
へ
の
明
記
。 

④
「
生
活
保
護
の
申
請
は
国
民

の
権
利
」
と
呼
び
掛
け
る
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
作
成
、

そ
の
他
広
報
の
強
化
。 

を
質
問
・
要
望
し
ま
し
た
。 

市
長
か
ら
は
、 

①
相
談
件
数
、
保
護
件
数
と
も

増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
生

活
保
護
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い 

      

と
感
じ
る
こ
と
等
が
原
因
で
、

捕
捉
率
（
生
活
保
護
の
利
用
資
格

が
あ
る
人
の
う
ち
、
実
際
に
利
用
し

て
い
る
人
の
割
合
）
が
低
い
こ
と

も
認
識
し
て
い
る
。 

②
国
の
基
準
に
沿
っ
た
適
正
な

運
用
を
し
て
い
る
。 

③
扶
養
照
会
の
運
用
方
法
を

「
保
護
の
し
お
り
」
や
Ｈ
Ｐ 

に
追
記
す
る
。 

④
生
活
保
護
申
請
の
権
利
に
つ

い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
や
啓
発
冊
子

等
で
周
知
す
る
。 

と
の
答
弁
で
し
た
。 

 

生
活
保
護
は
、
憲
法
25

条
で

明
記
さ
れ
た
国
民
の
生
存
権
を

守
る
「
最
後
の
砦
」
で
す
。
し
か

し
、
日
本
の
捕
捉
率
は
約
２
割

と
、
ド
イ
ツ
（
６
割
）
や
フ
ラ
ン

ス
（
９
割
）
等
と
比
べ
て
か
な
り

低
い
の
が
現
状
で
す
。 

 

そ
こ
で
松
岡
議
員
は
、
生
活

保
護
利
用
の
最
大
の
阻
害
要
因

と
言
わ
れ
る
「
扶
養
照
会
」
に
つ

い
て
質
問
し
、
ま
た
市
民
の
生

活
保
護
へ
の
忌
避
感
や
差
別
意

識
を
変
え
る
た
め
に
、「
市
民
へ

の
周
知
」
も
要
望
し
ま
し
た
。 

海
津
市
で
は
、
扶
養
照
会
に

関
し
て
、「
丁
寧
に
聞
き
取
っ
た

う
え
申
請
者
が
拒
ん
だ
場
合
、

扶
養
照
会
を
し
な
い
」
と
の
こ

と
で
し
た
。 

ま
た
、
松
岡
議
員
は
生
活
保

護
費
に
対
す
る
国
と
市
と
の
負

担
割
合
を
改
善
し
、
国
の
財
政

支
出
を
増
や
す
た
め
に
市
長
会

で
国
へ
要
望
し
て
ほ
し
い
旨
も

訴
え
ま
し
た
。 

非
核
平
和
事
業
の
充
実 

 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
終
わ
り
は
見
え
ま
せ
ん
。

こ
の
侵
略
で
、
改
め
て
平
和
の

尊
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
平

時
の
外
交
努
力
、
日
常
的
に
平

和
を
愛
す
る
心
を
育
ん
で
い
く

こ
と
が
い
か
に
大
切
か
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
す
。 

松
岡
議
員
は
、
非
核
平
和
都

市
宣
言
を
し
て
い
る
海
津
市
と

し
て
、
市
民
、
特
に
子
ど
も
へ
の

非
核
平
和
教
育
を
充
実
さ
せ
て

ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、 

①
非
核
平
和
に
関
す
る
読
書
会 

 

や
映
画
会
等
の
開
催 

②
原
爆
パ
ネ
ル
展
や
資
料
展
の 

開
催
・
協
賛 

を
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
市
長
は
、

①
今
年
８
月
に
計
画
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
平
和
企
画
展
も
開
催
す 

 

る
。 

②
以
前
か
ら
イ
ベ
ン
ト
開
催
場

所
を
無
償
提
供
す
る
等
協
力

し
て
お
り
、
引
き
続
き
市
民
団

体
等
と
連
携
し
、
非
核
平
和
事

業
の
開
催
に
取
り
組
む
。 

と
前
向
き
な
答
弁
で
し
た
。 

図
書
館
に
つ
い
て 

今
年
３
月
を
も
っ
て
平
田
図

書
館
は
閉
館
と
な
っ
た
も
の
の
、

同
月
に
海
津
市
は
「
読
書
の
ま
ち

宣
言
」
を
し
て
、
読
書
に
親
し
め

る
環
境
づ
く
り
等
に
努
め
て
い

く
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
松
岡
議
員
は
、
読
書
活

動
推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
等

を
教
育
長
に
尋
ね
ま
し
た
。 

教
育
長
か
ら
は
、
旧
平
田
図
書

館
の
蔵
書
約
８
万
６
千
冊
の
う

ち
、
１
万
冊
を
市
内
３
か
所
（
働

く
女
性
の
家
、
南
濃
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
に
新

た
に
設
置
す
る
「
子
ど
も
向
け
学

習
ス
ペ
ー
ス
（
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
も
整

備
）
」
に
お
い
て
学
習
用
図
書
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
や
、
利
用
者

が
伸
び
悩
む
デ
ジ
タ
ル
図
書
館

の
普
及
活
動
、
ま
た
海
津
図
書
館

に
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
利
用
可
能
な
テ
ラ

ス
席
の
設
置
や
図
書
自
動
貸
出

機
導
入
、
全
支
所
で
の
予
約
配
本

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
等
を
行
う
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
市
長
へ
「
こ
ど
も
図

書
館
」
へ
の
思
い
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

場
と
な
る
よ
う
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
で
多
く
の
意
見
を
聞
い

て
計
画
を
策
定
し
た
い
」
と
の

答
弁
で
し
た
。 

    

第
１
回
臨
時
会
報
告 

 

４
月
21

日
に
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
の
議
決
等
が
さ
れ

ま
し
た
。 

 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
は
、「
松
風
苑
」
及
び
「
は

つ
ら
つ
」
の
民
営
化
に
伴
う
も

の
を
含
め
、
約
３
千
百
万
円
の

追
加
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。 

 

両
施
設
は
、
職
員
不
足
等
の

た
め
経
営
困
難
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
経
営
改
善
の
見
込
み
も
期

待
で
き
ず
、
市
民
の
負
担
は
さ

ら
に
大
き
く
な
る
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
松
岡
議
員
は
、
職
員
不
足

の
た
め
利
用
者
を
増
や
せ
な
い

現
状
を
打
開
す
る
こ
と
が
、
市

民
や
施
設
に
と
っ
て
重
要
な
こ

と
で
は
な
い
か
と
考
え
、
民
営

化
に
伴
う
利
用
者
の
大
幅
な
負

担
増
は
な
い
と
判
断
の
う
え
、

賛
成
し
ま
し
た
。 

 共 市民 ｆ 無 無 無 無 幸 公 政 

議 案 名 など 

（伊藤誠議長は表決権なし） 

松

岡

議

員 

藤

田

議

員 

川

瀬

議

員 

二

ノ

宮

議

員 

 

古

川

議

員 

 

片

野

議

員 

 

北

村

議

員 

小

粥

議

員 

伊

藤

久

議

員 

浅

井

議

員 

政

和

会

4

名 

一般会計補正予算（第３号） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ○ ○ 

一般会計補正予算（第４号）

等 10件 
○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

６月議会 

報 告 

第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
６
日
か
ら
20
日

ま
で
開
か
れ
、
松
岡
議
員
は
「
生
活
保
護
制

度
」、
「非
核
平
和
事
業
の
充
実
」、
「図
書
館
に

つ
い
て
」を
一
般
質
問
し
ま
し
た
。 

■松岡議員が反対した議案・・・令和４年度一般会計予算（第３号） 

反対理由：国からの新型コロナ対応地方創生臨時交付金が、電気自動車購入やマイナンバー

カード普及事業等に使われるため。特に、賛否のあるマイナンバーカードを市民へ普及させ

たいために、同交付金を使って新規取得者へ商品券を交付することはおかしいと考えます。 

＊会派：共＝日本共産党、市民＝市民の声、ｆ＝for かいづ、無＝会派に属さない議員、幸＝幸福実現党 

公＝海津市議会公明党、政＝政和会・清流くらぶ 

＊政和会 4名：服部議員、橋本議員、里雄議員、水谷議員 

議案等に対する各議員（会派）の対応 

一般質問の動

画配信視聴は

こちらから→ 

 

◆
非
核
平
和
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト 

＊
場
所
は
い
ず
れ
も
海
津
図
書
館
２
階 

〇
８
月
３
日
14

時
～ 

 

映
画
会
「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」 

＊
開
演
前
に
読
み
聞
か
せ
有
（
主
催
：
海
津
市
） 

〇
８
月
６
～
12

日
９
時
～
（
８
日
は
休
） 

 

平
和
と
な
か
ま
展 

（
主
催
：
新
日
本
婦
人
の
会
） 

 


